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諭 麟 ほ本繍 と雄 し と憾 分され る演

者 らは ， 本聯 （エ タ ノ ー
・レ13・5％ 含有）

層
よ b， ア ル

コ ＿ル 濃度の 高い 本直 し （エ タ ノ ー
・レ22・5％ 舗 ）中

に 生育で きる乳酷菌 を分離すうとともに ， そ の 菌学的

膿 を研究し， ．本憩 劇 す る各隠 食品黼 嬲 料 の

継 作臥 本直 しへ の モ デ ル 試験 絎 なV ’・安全 な本

直し醸造法 を求 め る
：
こ とを冐的とした．

　方法　　試料は b耳6・0
， 酸度02 よ り・P＃

4・5，

酸度 1．0 とな う tl本直しより，
ペ プ トン ー牛肝 ぞ う

一

グ ル コ ース （P・L．G ） 培地 を寤い て 分離 し た乳酸菌 に

つ い て ， 常法 に しだがい ， 形蘭 ， 生艦 膿 お よび

醗酵生産物 を 調べ
，

Bergey・s　manual （1957＞ の 記載

vcよ る分類学上の 儼 糊 らか に しt ．つ ぎに ， 食品

殺菌保存椰 対す る本菌の 樋 性 は ・
P・LG 培地へ

覦 糲 保醐 鞭 用粡 範囲で添加 し・酸度潔 よ

靖 効髄 求 め t ，本直 しモ デ ・癪 験1ま300ml容9 で

行ない，
3 力 胴 30℃ に て課存し ・ 比醸 合 よ り判

別、しだ ・．

　結果 　　こ の 菌株は Bergdyの分類式 に よれ ば，

加 6励 α o薦露 座誡妙 捌 μ5 に 包含され る と考えられ るが ，

22．5％エ タ

’
ノ ール 含鶺 地に33℃ ，．7 躙 で生育で き

75℃で 3・頒 以上 oVP 熱 に耐え る、この 蝶 は本齢

が比較的 ， 耐 ア ル コ ー・唯 お よび耐熱
】
性の高い e とを

示 して い る．本菌株 の 生育を阻止 す る た めの 食品殺菌

保存料 と して は ，・
メ チ ・け フ トキ ノ ン ・ ソ ・レビ ン酸 カ

リ，
パ ラオ キ シ 安息香酸 ブ チ ・レエ ス テ ・レ ・ サ リチ ・畷

で あつ た．つ ぎに 本直 し工 程に お い て ｝ま， 仕込→ 錦

殺齢 存料灘 → pH410 灘 歌 入 （蛋白熱凝固）→ 濾

過 に よ り目約を達成せ し め ナこ．

こ

匁 C励 脚 瀚 眉 菌の 分類学鮒硬究
「「

　　　（第4 軸 病原 性 窃   0伽 伽 血 の 処置

　　　　　　　　　 阪大 工 ， 醸酵 　箕浦久兵衛

　目的　　さ き に H．　Pedrosoiな ど 病 原 性 Lihrmod・

endrum 　 3 種，8株 の 示す 数種の 生理的性質が大 抵 の

σ励 脚 廊 と異 な り，むしろ Phialophorteに 類似す る

こ とか ら de　Vri¢ s の Clad・ spa 「ium と区別 す べ き こ

と を述べ た ．今回は供試種 を 追加して 形態 な らびに生

会　　場

理的性質を検討 し1 その所属 を決 定す る こ と を倡的 と

した ．

　方法　　あ らた に 追 加 した 菌種 は A・C・erOPhilq ．R

cinerescens ，　E 伽 瘤 伽 α お よ び ｛
廴 ゴβ傭 6勧 ‘ で ・方法

は前報 に 準 じた．

　結果 　　こ れ らの 株 は い ずれ もぜ ラ チ ン を 液化 せ

ず ， タ ン ニ ン酸麦芽寒天 を褐変せ ず，5 ％食塩存在下

で 発育 しな い か、ほ とん ど発育しなし・点で
一

致 し溌

育に はB 、を要求し ， 発育適温 も比 較的高い 傾向 に あ り

さ きに 報告 した病原性 Homadendram に 類似す る．形

の 上で はす で に 知 ら れ て い るように Homdendntm ，

ACieeheeaお よび Plz  ψ加 rσ の 3 型の 胞子形成様式 の

確め られ た もの 1株以外は ， い ずれ かの 型が 退 化 しt

もの と推定 され た．こ れらの こ とか ら上 記 3 型の胞子

あい ずれ かが認 め られ ， しか も上 記 の 生 理 的特徴を示

す もの は Martin らの よ うIC血清反応 に よ らな くて も

Ernmons らの 拡大修正 した P翩 ψ o昭 に 編入 すべ き

もの と考 え るd

　28．Protetfieca　sp．の 2 ，
3 の 性質 と そ の 華

　　　 体利用　　　　　　　　 ．　　　　　 ．

　　　　　　　理 研　○坂本征仁 ， 山崎宏樹

　　　　　小主醸造　　小玉健吉，

』
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　目的 　 小蚕が ブ ラ ジ ル 土壌か ら倉離 し た Protot−

heea　sbec．が ， 巨大 な酵母状細胞を呈する こ と に 着眼

し ， その 利用開拓を目的と し s 形態，培養条件 ， 菌体

成分の 2
，

3に つ い て 調べ に．

　方法 　光学顕微鏡 に よ り， 既知 の Aptatbeea・属の

数株 と形態を比 較検討 し，次 い で本菌を数種 の人耳，

天然培地 に 接種して 捕集菌体量 を測 定 し ， 更にその菌

徽 つ い 礑 灘 よ 骸 酸 を分析 し ， か ？
そ 赫 辮

吸収曲線を調べ た．

　髞 本菌は著し く巨大 な酵母状細胞軽 し・130

℃ で 好 気的 に 発育良好 ， 皮膜を形成 し易い ．培地 と し

て は麩工 卑ス ， 大豆粉 エ キ ス ，酵母 エ キ ス 含有 の もの

が菌偉捕集 に良好 で あつ た．

、臓 は 他 の 醗 ｝砒 して 棚 侈 い 程 で は ない が・菌

体量 の 多い こ と，巨大細胞で あ る L とと相俟つ て 取 り

扱 い 易 い こ との 利点か ら注目すべ き菌極の 1つ と考 え

る．赤外吸収曲線で は 格別 の 特殊性を認め なか つ t・

　 利用 の 点で は ， 酒類 ， 調味料 ， 滋養剤，飼料 とい つ

た方面に 有望な菌種の 1 つ と考え られ る．
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